
商品を製造する機械のメンテナ
ンスを行っています。

フットサルです。サガン鳥栖の
観戦にもよく行きます。

一緒にいて楽しく、家族思いの
人です。

サガン鳥栖のＪ１優勝を生で観る
こと！

祐徳薬品の商品をこれからも愛用
お願いします！

◆仕事の内容

◆趣味

◆理想の女性

伊藤 和樹さん(野崎 19歳)
祐徳薬品工業(株) 勤務

◆将来の夢

◆太良町民への自己PR

せいらちゃん(大峰) みやちゃん(栄町) もときくん(油津)

2ヵ月児相談に
みえられた

赤ちゃんを紹介します。
○○くん（男の子）
○○ちゃん（女の子）

11月24日
生まれ

11月20日
生まれ

11月16日
生まれ

12月7日
生まれ りいなちゃん(道越)

人口
男
女
世帯

9,722人
4,643人
5,079人
3,215世帯

(-196)
(  -81)
(-115)
(  -14)

前年同月比

(平成26年2月1日現在、外国人を含む)

vol.500

 8　平成26年 成人式 8　平成26年 成人式
10　申告は3月17日まで
22　まちの話題
27　くらしのカレンダー
28　たんじょうおめでとう

10　申告は3月17日まで
22　まちの話題
27　くらしのカレンダー
28　たんじょうおめでとう

1月18日、竹崎区で円座祭が行われました。
写真は祭の前、墨で化粧しあう子どもたち。
9ページに記事掲載。

(毎
月
13日

発
行
)

vol.500
2

0
1

4
月号

  2
発

行
／

〒
849-1698

佐
賀

県
藤

津
郡

太
良

町
大

字
多

良
1

番
地

6
T

EL 0954-67-0312  FA
X

 0954-67-2425  H
P

／
http://w

w
w

.tow
n.tara.saga.jp/

◎
編

集
／

企
画

商
工

課
　

◎
印

刷
／

松
浦

印
刷

株
式

会
社

平
成
26年

2014
平成26年

月
号   2

2「町報たら」は創刊500号「町報たら」は創刊500号

　
佐
賀
県
主
催
の
平
成
26
年

市
町
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、「
町

報
た
ら
」が
広
報
紙
、組
み
写
真

の
２
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
（
ど
ち
ら
も
10
月

号
）。組
み
写
真
は
２
年
連
続
の

受
賞
と
な
り
ま
す
。受
賞
し
た

10
月
号
は
、

（社）
日
本
広
報
協
会

が
主
催
す
る
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に

推
薦
・
出

品
さ
れ
ま

す
。

　
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。今
後
も
、み
な
さ
ま
に

親
し
ま
れ
る
広
報
作
り
に
励

ん
で
い
き
ま
す
。

[組み写真]太良町の秋祭り
[広報紙]町報たら10月号



▲現存する最初の広報紙、多良村の「ゆたたり」創刊号　昭和25年(1950)12月10日

　
「
町
報
た
ら
」
は
、
昭
和
47

年
７
月
20
日
に
「
太
良
町
役
場

だ
よ
り
」
と
し
て
創
刊
号
を
発

行
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
今
月
、

発
刊
５
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

　
毎
月
、
行
政
の
取
り
組
み
や

ま
ち
の
話
題
な
ど
、
町
民
と
行

政
を
結
ぶ
身
近
な
存
在
と
し
て
、

様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
き
た

町
報
。

　
し
か
し
〝
町
の
広
報
紙
〞
の

歴
史
は
さ
ら
に
古
く
、
今
か
ら

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
63
年
前
、
昭

和
25
年
か
ら
存
在
し
ま
す
。

　
今
回
は
太
良
町
の
広
報
紙
に

見
る
「
ま
ち
の
記
憶
」
を
た
ど

り
ま
す
。

広報紙、それはまちの記憶

2町報たら 平成26年（2014）2月号　vol.500



「太良公民館報」vol.7
昭和30年(1955)10月号

「太良公民館報」vol.110
昭和42年(1967)3月号

「ゆたたり」vol.1(※町村合併により改番)
昭和３０年(1955)4月号

「太良公民館報」vol.55
昭和35年(1960)11月号

「太良公民館報」vol.94
昭和40年(1965)10月号

「ゆたたり」vol.25
昭和28年(1953)4月号

「太良町役場だより」創刊号
昭和47年(1972)7月号

「町報たら」vol.202(役場だよりからの連番)
平成元年(1989)4月号

「太良公民館報」vol.265
昭和61年(1986)6月号

「町報たら」vol.214
平成2年(1990)4月号

●
昭
和
25
年
12
月

　
多
良
村
公
民
館
報

　「
ゆ
た
た
り
」創
刊

※
大
浦
村
で
も
広
報
紙
が
発
行

　
さ
れ
て
い
た
が
現
存
が
な
く
、

　
開
始
不
明

■
昭
和
28
年
４
月

　
多
良
村
が
町
制
施
行
し
、

　「
多
良
町
」が
誕
生

■
昭
和
30
年
２
月

　
多
良
町
と
大
浦
村
が
合
併
、

　
同
年
３
月
に
伊
福
区
が
編
入

　
さ
れ
、現
在
の

　「
太
良
町
」が
誕
生

●
昭
和
30
年
10
月

　「
ゆ
た
た
り
」か
ら「
太
良
公

　
民
館
報
」に
名
称
を
変
更

■
昭
和
35
年
11
月

　
太
良
町
章
制
定

■
昭
和
40
年
10
月

　
７
・
８
災
復
興
記
念
式
典

■
昭
和
42
年
３
月

　
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

広
報
紙
の
変
遷
と

ま
ち
の
あ
ゆ
み

●
昭
和
47
年
７
月

　「
太
良
町
役
場
だ
よ
り
」創
刊
。

　「
太
良
公
民
館
報
」は
社
会
教

　
育
・
社
会
体
育
を
中
心
と
し

　
た
紙
面
へ
移
行

●
昭
和
61
年
６
月

　「
太
良
公
民
館
報
」を
Ｂ
５
版

　
へ
変
更

●
平
成
元
年
４
月

　「
太
良
町
役
場
だ
よ
り
」と
　

　「
太
良
公
民
館
報
」を
統
合
、

　
名
称
を「
町
報
た
ら
」に
改
名

　「
太
良
公
民
館
報
」は
昭
和
30

　
年
４
月
か
ら
平
成
元
年
３
月

　
ま
で
計
２
８
８
号
、前
身
の

　「
ゆ
た
た
り
」の
計
45
号
と
併

　
せ
て
、合
計
３
３
３
号
が
発

　
行
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
２
年
４
月

　「
町
報
た
ら
」を
Ａ
４
版
へ
変

　
更

　　　掲載した昔の広報紙はホーム　　　　　　ページでダウンロードできます。
太良町HP→左下の「太良　　　　　　町デジタルアーカイブ」



Public Relations Magazine of Tara Town

これからも、よりいっそ
う読みやすく、皆さまに
親しまれる紙面づくりを
目指して努力していきま
す。ご協力のほど、よろ
しくお願いします。

表
紙

ギ
ャ
ラ
リ
ー

踏切事故防止の記事。国道の向こうはまだ海でした。
「太良公民館報」vol.161 昭和46年(1971)5月号
踏切事故防止の記事。国道の向こうはまだ海でした。

「太良公民館報」vol.161 昭和46年(1971)5月号

現
在
の
北
町
踏
切

旧多良村でノリの養
殖が始まった記事。
熊本県から海苔種が
取り寄せたことが記
されています。
「ゆたたり」vol.35 
昭和29年(1954)
2月号

旧多良村でノリの養
殖が始まった記事。
熊本県から海苔種が
取り寄せたことが記
されています。
「ゆたたり」vol.35 
昭和29年(1954)
2月号

平成10～12年にたらまるごと
体験ツアーが開催されました。
3回のツアーで合計532人の
参加がありました。
「町報たら」vol.318 
平成10年
(1998)
12月号

平成10～12年にたらまるごと
体験ツアーが開催されました。
3回のツアーで合計532人の
参加がありました。
「町報たら」vol.318 
平成10年
(1998)
12月号

20年前の成人式。
体育館でフォークダンス
が恒例でした。

「町報たら」vol.260 
平成6年(1994)
2月号

20年前の成人式。
体育館でフォークダンス
が恒例でした。

「町報たら」vol.260 
平成6年(1994)
2月号

く
ら
し
の

移
り
変
わ
り

公民館結婚式に
ついて詳細に取り決め
がなされています。

「公民館報」vol.159 
昭和46年(1971) 3月号

公民館結婚式に
ついて詳細に取り決め
がなされています。

「公民館報」vol.159 
昭和46年(1971) 3月号
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１
月
８
日
、御
手
水
区
の
的

場
で
五
穀
豊
穣
、家
内
安
全
を

祈
る
的
射
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
黒
烏
帽
子
と
白
装
束
を
身
に

ま
と
っ
た
御
手
水
区
民
が
的
場

石
神
の
前
に
参
列
し
神
事
を
行

い「
東
西
南
北
」「
鬼
」と
書
い
た

的
が
掲
げ
ら
れ
る
と
、青
竹
で

作
っ
た
弓
矢
を
使
い「
エ
イ

（
鋭
）」「
オ
ニ（
鬼
）」な
ど
の
掛

見
事
、一
射
で「
黒
星
」を
射
抜
い
た

前
田
光
明
さ
ん(

46)

。

「
こ
の
勢
い
で
女
性
の
ハ
ー
ト
も
射

抜
き
た
い
で
す
！
」と
語
り
ま
し
た
。

け
声
を
か
け
矢
を
放
ち
ま
し
た
。

今
年
３
月
に
閉
校
を
迎
え
る
三

里
分
校
の
児
童
も
参
加
し
、地

元
の
方
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け

な
が
ら
弓
を
引
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
射
抜
い
た
人
に
幸
運

を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
る
的

「
黒
星
」が
掲
げ
ら
れ
る
と
、射

手
は
幸
運
を
射
止
め
よ
う
と
競

っ
て
弓
を
引
き
ま
し
た
。

太良町の新春行事

御
手
水
の
的
射
り

　
１
月
２
、
３
日
、
竹
崎
観
世

音
寺
修
正
会
鬼
祭
が
同
寺
で
行

わ
れ
、
生
命
の
再
生
と
海
陸
豊

穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
３
日
13
時
に
な
る
と
、
太
鼓

と
鉦
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
鉾
を

掲
げ
た
鬼
副
２
人
を
先
頭
に
し

た
行
列
が
、
参
道
の
石
段
を
駆

け
上
が
り
観
音
堂
に
駆
け
込
み

ま
し
た
。
堂
内
で
は
院
主
の
法

要
、
太
鼓
経
に
続
き
、
魚
笠
と

白
い
お
面
を
身
に
付
け
た
童
子

２
人
が
童
子
舞
「
フ
レ
イ
経
」

を
演
じ
ま
し
た
。

　
舞
台
を
観
音
堂
の
外
に
移
し

大
聖
棒
の
打
ち
切
り
が
行
わ
れ

　
　
　
赤
着
物
に
白
い
締
め
込

　
　
　
み
姿
の
鬼
副
が
、法
要

　
　
　
に
よ
り
清
め
ら
れ
た
大

　
　
　
聖
棒
の
束
を
頭
上
ま
で

　
　
　
持
ち
上
げ
、力
強
く
観

　
　
　
音
堂
の
床
に
た
た
き
つ

　
　
　
け
、わ
ら
縄
を
打
ち
切

　
　
　
る
と
、観
客
が
縁
起
を

　
　
　
求
め
、我
先
に
と
大
聖

　
　
　
棒
を
取
り
合
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
境
内
で
は
引
き
続
き

　
　
　
童
子
舞
が
演
じ
ら
れ
、

　
　
　
ほ
ら
貝
、鉦
、竹
筒
が
鳴

　
　
　
り
響
く
中
で
鬼
副
２
人

に
よ
る
鉾
突
き
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
奈
良
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
竹
崎
観
世
音
寺
修
正
会
鬼
祭

は
、国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
、ま
た
、祭
り
の
中
で
演

じ
ら
れ

る
童
子

舞
は
佐

賀
県
重

要
無
形

民
俗
文

化
財
に

指
定
さ

れ
て
い

ま
す
。

竹
崎
観
世
音
寺

修
正
会
鬼
祭

両副に抱きかかえられ、堂外に出る童子。

鬼副による鉾突き

　１月18日、竹崎区に昔から伝わる円
座祭が竹崎観世音寺で行われました。
　当日は竹崎区の小中学生男子11名
が午前９時に平井坊に集合。裸になっ
た上半身や顔に墨で化粧し合い、裸足
で境内に移動。円陣になり、わらで編ん
だ円座を空高く放り投げ青竹で競って
射止めたり、大聖棒の打ち切りや、円座
を使って鬼追いの真似をしたりしまし
た。あっという間に正午になり、円座を
お寺の屋根の上に放り投げ、祭は終了
しました。

円
座
祭

　
１
月
４
日
、自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
平
成

26
年
成
人
式
が
行
わ
れ
、新
成

人
１
２
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、岩
島
町
長
が
、

「
ふ
る
さ
と
太
良
町
に
愛
着
を

持
ち
、新
し
い
時
代
を
皆
さ
ん

で
築
い
て
い
た
だ
き
た
い
」と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
謝
辞
で
は
桑
子
圭

太
さ
ん
が
、「
こ
の
日
を
迎
え
る

事
が
出
来
た
の
も
家
族
や
先
生

方
、友
達
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
で
あ
り
、社
会
人
と
し

て
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持

っ
て
歩
ん
で
い
き
た
い
」と
述

べ
ま
し
た
。 １

３
２
人
が
成
人
を
迎
え
る

多良校区

大浦校区

　
恩
師
へ
の
花
束
贈
呈
の
後
、

新
成
人
の
主
張
を
川
﨑
亨
介
さ

ん
が
発
表
し
、「
今
日
の
日
を
忘

れ
ず
多
様
な
困
難
に
も
負
け
な

い
強
い
精
神
力
を
持
っ
て
、立

派
な
社
会
人
と
し
て
生
き
て
い

く
よ
う
心
に
誓
い
ま
す
。」と
力

強
く
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、新
成
人
が
制
作

し
た
ビ
デ
オ「
キ
ャ
ン
パ
ス
メ

モ
リ
ー
」の
鑑
賞
も
行
わ
れ
、幼

少
・
学
生
時
代
の
映
像
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
会

場
か
ら
は
笑
い
と
歓
声
が
沸
き
、

参
加
し
た
新
成
人
た
ち
は
ひ
と

と
き
の
思
い
出
を
懐
か
し
そ
う

に
観
て
い
ま
し
た
。

①謝辞を述べる桑子圭太さ
ん②新成人制作のキャンパ
スメモリー③新成人の主張
を発表する川﨑享介さん④
祝辞を述べる恩師の副島先
生⑤恩師への花束贈呈

①

②

③

④

⑤

旧友との再会を喜び、

大人としての決意を新たに

する新成人の皆さん

9 町報たら 平成26年（2014）2月号　vol.500
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　２月17日から３月17日まで、平成25年分所得税の確定申告および平成26年度町県　　　民税・国民健康保険税の申告の受け付けを
太良町役場２階大会議室で行います。申告相談の日程を次のとおり計画しましたの　　　でご利用ください。なお、例年申告期限間
近になりますと大変混雑します。必ず指定日にご来場ください。

【期間】
２月17日(月)から　　
　　３月17日(月)まで

※土・日曜日を除く
【時間】

９時～11時、13時～16時
【会場】

太良町役場２階大会議室

【収支内訳書についてのお願い】
　収支内訳書がないと、手続きに時間がか
かります。事前に領収書や帳簿で収支内訳
書を作成しておいてください。

【申告に必要なもの】
　申告には次のような書類等が必要になります。申告内容にあわせて準備してください。
①申告書（送付されていない方は会場に準備しています。）
②事業所得の計算に関する書類（収支内訳書、帳簿、領収書など）
③源泉徴収票（給与、賃金、年金など）、支払調書、家賃、地代、配当など収入金額が分かるもの
④社会保険料、生命保険料、地震保険料などの領収書または証明書
⑤医療費、雑損、寄附金などの領収書または証明書
　※医療費の領収書は集計のうえ持参してください。
⑥障害者手帳など
⑦その他申告に必要な書類、証明書など
⑧所得税の還付を受ける場合は、自分名義の預金通帳
⑨印鑑

　青色申告の方については、ご自分
で申告書を作成して税務署へ提出ま
たは郵送しなければいけません。
　役場での申告相談は、白色申告者、
町県民税・国民健康保険税申告者が
対象となりますのでご注意ください。
（ただし、役場から税務署への送付
は行いますのでご利用ください。）

　国民健康保険（国保）に加入して
いて、申告が必要と思われる方に申
告書を２月初旬に発送しています。
　国保に加入していれば、平成25年
中 に 収 入 が な い 方 や 、 非 課 税 収 入
（雇用保険、遺族年金、障害年金な
ど）を受給している方も申告が必要
です。申告書に必要事項を記入して、
役場税務課へ提出してください。

申告相談日程表

青
色
申
告
の
方
へ

申
告
を
し
な
い
と
…

　個人事業者で平成23年分の課税売上高が１千万円を超える
方は、消費税の申告・納付が必要です。
　消費税については、自書申告もしくは税務署での申告とな
ります。ただし、簡易課税制度を選択された方は、役場でも
申告相談を行いますのでご利用ください。
　※役場では、一般課税の申告相談は行いませんのでご注意
　　ください。
平成25年分の消費税の申告・納付期限
　平成26年３月31日（月）

消
費
税
の
申
告

　税務署による所得税・消費税の申告
相談が次のとおり行われます。
期間　２月21日（金）～２月25日（火）
　　　※土・日曜日は休み。
時間　９時30分～15時30分
会場　鹿島市役所５階大会議室
問い合わせ先　
武雄税務署　個人課税部門
℡０９５４-２３-２１２７

税
務
署
主
催
の

申
告
相
談

期日　２月23日（日）、３月２日（日）
受付時間　９時～16時
対応業務
　確定申告書用紙の配布、申告相談、　
　確定申告書の収受および納付相談
会場　佐賀税務署
　佐賀市駅前中央 佐賀第二合同庁舎
問い合わせ先　佐賀税務署
℡０９５２-３２-７５１１

佐
賀
税
務
署
の

休
日
対
応

国
民
健
康
保
険
税
の

申
告

役場での
申告相談・受付に

関する
問い合わせ先

税務課
℡67-0349

　申告が必要な人が申告をしていな
いと、所得税、町県民税では、加算
税や延滞金などが課せられます。
　また、国民健康保険税の軽減措置
や国民年金の免除を受けられなかっ
たり、保育所入所、公営住宅入居、
事業資金の融資などに必要な所得証
明書などが発行できなかったりしま
すので、ご注意ください。

日
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
1
2
3

曜日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

　　　　　行政区
伊福・江岡・早垣・杉谷
栄町・畑田・片峰
油津・瀬戸
古賀・端古賀・川原・郷式・喰場
端月・大川内・中山・山根・北町

本町・陣ノ内・小田
針牟田・川内・蕪田・柳谷
大峰・中尾・大野・嘉瀬ノ坂・板ノ坂
三里・御手水・波瀬ノ浦・風配・里
野上・中畑

広江・野崎・津ノ浦

日
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17

曜日
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

　　　　　行政区
亀ノ浦
道越
田古里・牟田・今里
予備日

竹崎・日ノ辻
平野・牛尾呂・船倉・青木平
広谷・黒金・大町
予備日
予備日

予備日

２
月

３
月

３
月



町報たら 平成26年（2014）2月号　vol.500 町報たら 平成26年（2014）2月号　vol.500 1213

「平成25年分 公的年金等の源泉徴収票」を
ご利用下さい。

問い合わせ先　太良町役場 町民福祉課 戸籍年金係　　　  ℡67-0718
　　　　　　　武雄年金事務所 お客様相談室  　　　　　 ℡0954-23-0121

　平成25年中に国民年金・厚生年金保険等の老齢また
は退職を支給事由とする年金を受けられた皆様に、平
成25年中に支払われた年金額や源泉徴収された所得
税額等をお知らせする「平成25年分 公的年金等の源泉
徴収票」が、日本年金機構より１月末日までに送付され
ています。
※「公的年金等の源泉徴収票」は、年金以外に給与収入

等があり確定申告を行う際や、源泉徴収の還付を受
ける際に必要です。

口座振替申出書に必要な事項を
記入・押印（金融機関の届出印）

↓
年金事務所の窓口に提出

または郵送
金融機関窓口への提出も

可能です。
※申し込みから、引き落としが

開始されるまでに
1～2カ月程度かかります。

・１年度分および上期６ヶ月分
（４月分～９月分）…２月末まで
・下期６ヶ月分（10月分～翌年３月分）
　　　　　　…８月末まで

・納付書または
 年金手帳

・通帳
・通帳届出印

平成26年４月末の口座振替分から、割引額のより大き
な２年前納ができます。

２年前納
の

メリット

確定申告
の際に

２年間で
14,800円

が割引
されます。

２年前納分の
全額がその年
の社会保険料
控除の対象と

なります。

口座振替のみ
利用可能のた
め、納め忘れを

防ぐことが
できます。

２年前納を
希望される方は

平成26年
2月28日(金)

までに
金融機関の窓口に
申し込みください。

国民年金保険料の
２年前納制度（口座振替）が始まります。

国民年金の前納に関するお問い合わせは
武雄年金事務所 国民年金課 ℡0954-23-0123 へ

国民年金前納の申込方法

必要なもの 申込期限

国民年金保険料割引額・割引率

通常納付額
91,500円

183,000円
15,250円
91,500円

183,000円
370,080円

納付区分　　
現金  ６ヶ月  前納
納付  １　年  前納

１ケ月 前納
口座   ６ヶ月 前納
振替   １　年 前納

２　年 前納

前 納 額  
90,760円

179,750円
15,200円
90,460円

179,160円
355,280円

割引額  
740円

3,250円
50円

1,040円
3,840円

14,800円

割引率
0.8%
1.8%
0.3%
1.1%
2.1%
4.0%

※平成26年度保険料は月額15,250円、
　平成27年度保険料は月額15,590円です。
※２年前納は口座振替のみ利用可能です。
※一部免除（一部納付）されている方の口座振替は「毎月納付

（翌月末振替）」のみのご利用となります。

最も
お得

毎月
お得

加
入
で
き
る
人

　
町
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人
。

※
就
学
の
た
め
一
時
的
に
県
外

　
や
唐
津
市
、
伊
万
里
市
に
転

　
出
し
て
い
る
人
も
加
入
で
き

　
ま
す
。
そ
の
他
の
市
町
は
住

　
民
票
の
あ
る
所
で
加
入
申
込

　
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

共
済
掛
金

　
年
額
一
人
　
５
０
０
円

　
※
一
人
一
口
に
限
り
ま
す
。

対
象
事
故

　
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、

　
列
車
、
定
期
客
船
な
ど
の
走

　
行
中
の
人
身
事
故

※
軽
微
な
事
故
で
も
警
察
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
。

　交
通
災
害
共
済
は
、相
互
扶
助
の

精
神
に
よ
り
、不
幸
に
し
て
交
通
事

故
に
遭
わ
れ
た
と
き
の
た
め
に
、県

民
皆
さ
ん
が
掛
金
を
出
し
合
い
、交

通
災
害
時
に
見
舞
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
助
け
合
い
の
制
度

で
す
。ぜ
ひ
、家
族
そ
ろ
っ
て
ご
加

入
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度

交
通
災
害
共
済
申
込
受
付
中
！

加
入
受
付
窓
口

・
役
場
総
務
課
お
よ
び
大
浦
支
所

・
郵
便
局

共
済
期
間

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

※
た
だ
し
４
月
１
日
以
降
の
加

　
入
に
つ
い
て
は
、
掛
金
を
領

　
収
し
た
翌
日
か
ら
３
月
31
日

　
ま
で
で
す
。

見
舞
金
額

　
１
万
２
０
０
０
円
〜

　
１
０
０
万
円

※
入
院
・
通
院
日
数
等
に
よ
り

　
金
額
は
変
動
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

　防
災
係

℡
６
７-

０
１
２
９

　
東
日
本
大
震
災
を
ふ
ま
え
、

国
は
、
全
国
の
地
方
自
治
体
が

緊
急
に
実
施
す
る
防
災
・
減
災

事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
財
源
を

自
主
的
に
確
保
で
き
る
よ
う
、

地
方
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

法
律
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
太
良
町
は
、
こ
の
法
に
基
づ

き
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
個

人
住
民
税
（
町
民
税
）
均
等
割

の
税
額
を
５

０
０
円
引
き

上
げ
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

※
個
人
県
民

　
税
も
５
０

　
０
円
引
き

　
上
げ
ら
れ

　
ま
す
。

期
間

　
平
成
26
年

　
度
か
ら

　
平
成
35
年

　
度
ま
で
の

　
10
年
間

個
人
住
民
税（
町
・
県
民
税
）

　
　
　
　
　均
等
割
額
の
増
額
に
つ
い
て

（控除対象配偶者＋扶養親族＋1）
×

280,000円
＋

168,000円

対
象
者

　
個
人
住
民
税（
町
・
県
民
税
）

の
均
等
割
が
課
税
さ
れ
る
人

※
た
だ
し
、次
の
い
ず
れ
か
に

　
該
当
す
る
人
は
、個
人
住
民

　
税（
町
・
県
民
税
）の
均
等
割

　
が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る

　
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

②
障
害
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦

　
ま
た
は
寡
夫
で
、
前
年
の
合

　
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円

　
　
以
下
の
人

　
③
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

　
　
28
万
円
以
下
の
人
（
扶
養

　
　
親
族
が
い
な
い
場
合
）
　

　
④
前
年
の
合
計

　
　
所
得
金
額
が

　
　
下
の
算
式
で

　
　
求
め
た
金
額

　
　
以
下
で
あ
る

　
　
人
（
扶
養
親

　
　
族
が
い
る
場

　
　
合
）

　　問
い
合
わ
せ
先

　税
務
課

　℡
６
７-

０
３
４
９

種類

町民税

県民税

合計

改正前

3,000円

1,500円

4,500円

引上げ額

　 500円

　 500円

 1,000円

改正後

3,500円

2,000円

5,500円

平成26年度からの個人住民税額

凍
結
路
面
で
の

　
　運
転
に
注
意
！

　
次
の
よ
う
な
日
・
時
間
・
場
所

は
車
の
運
転
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

建
設
課

　℡
６
７-

０
３
１
３

このほかに路
面が凍結しや
すい場所

凍っていた路面が解
け出す時刻（朝方）
解けていた路面が再
び 凍 り 始 め る 時 刻

（日没後）

特に発生しや
すい時間帯

寒い日でも車の発進・ブ
レーキや渋滞により、融
解・凍結を繰り返す場所

１日の気温が０
度付近を前後す
る日

すべりやすい
凍結路面が発
生しやすい日

交 差 点 手 前

渋滞している道路

坂 道

日 陰 部 分
橋 の 上
トンネル出入口
切 り 通 し
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長
い
間
勤
め
た
会
社
な
ど
を
退
職
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　国
保
に
加
入
さ
れ
る
方
へ

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
の
う
ち
、
長
期
間
会
社

な
ど
に
勤
め
、
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
お

よ
び
そ
の
被
扶
養
者
は
、
65
歳

の
誕
生
日
の
属
す
る
月
の
末
ま

で
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
前
月

末
）
の
間
、
退
職
者
医
療
制
度

で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
退
職
者
の

医
療
給
付
費
が
被
用
者
保
険
か

ら
の
拠
出
金
で
賄
わ
れ
る
た
め
、

国
保
財
政
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

将
来
的
な
保
険
料
の
増
額
抑
制

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
新
た
に
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
際
に
は
、
退
職
者
医
療

制
度
に
該
当
す
る
旨
の
届
け
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
年

金
証
書
と
印
鑑
を
持
参
し
、
役

場
町
民
福
祉
課
ま
た
は
、
健
康

増
進
課
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
現
在
国
民
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が
、
退

職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る
こ

と
が
、
公
簿
な
ど
に
よ
り
確
認

で
き
た
場
合
、
職
権
適
用
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

被
扶
養
者
に
つ
い
て
は
、
収
入

額
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
確
認
の
上
、
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　退
職
被
保
険
者
（
本
人
）
と

な
る
方
は
、
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　
い
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

　
人

②
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合

　
な
ど
の
年
金
受
給
権
者
で
、

　
そ
の
年
金
加
入
期
間
が
20
年

　
以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
降
の

　
加
入
期
間
が
10
年
以
上
の
人

　　
被
扶
養
者
（
退
職
被
保
険
者

の
扶
養
家
族
）
と
な
る
方
は
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
で

す
。

①
退
職
被
保
険
者
と
同
一
世
帯

　
の
配
偶
者
、
そ
の
他
３
親
等

　
内
の
親
族

②
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
65

　
歳
未
満
の
人

③
退
職
被
保
険
者
（
本
人
）
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
、

か
つ
１
年
間
の
収
入
金
額
が

１
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
人
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
年
金
証
書

・
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

・
保
険
証

　
（
す
で
に
国
保
に
加
入
し
て

　
　
い
る
場
合
）

・
前
の
保
険
の
資
格
喪
失
証
明

　
書
（
新
た
に
国
保
に
加
入
す

　
る
場
合
）

退
職
者

医
療
制
度

　佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
現
在
服
用
さ
れ

て
い
る
お
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
に
切

り
替
え
ら
れ
た
場
合
に
、
お
薬

代
の
自
己
負
担
額
を
ど
の
く
ら

い
軽
減
で
き
る
か
試
算
し
た
差

額
通
知
ハ
ガ
キ
を
「
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら

せ
」
と
し
て
、
１
月
31
日
に
発

送
し
て
い
ま
す
。

通
知
の
対
象
と
な
る
方

　
該
当
月
に
処
方
さ
れ
た
先
発

医
薬
品
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
切
り
替
え
ら
れ
た
場
合
に
、

１
カ
月
あ
た
り
の
自
己
負
担
額

の
軽
減
が
一
定
額
以
上
見
込
ま

れ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
必
ず
し
も
全
員
の
方
に
届
く

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
知
の
記
載
内
容
に
つ
い
て

①
お
薬
代
に
か
か
っ
た
金
額
の

み
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
実
際
の
窓
口
で
の
お
支
払
い

に
は
、
技
術
料
・
管
理
料
等
の

別
費
用
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
替
え
る
と
お
薬
代
が
安
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
お
伝

え
す
る
も
の
で
、
切
り
替
え
を

強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

最
初
に
作
ら
れ
た
お
薬
（
先
発

医
薬
品
）
の
特
許
が
切
れ
た
後

に
販
売
さ
れ
る
医
薬
品
で
す
。

　
先
発
医
薬
品
と
同
等
の
有
効

成
分
・
効
能
・
効
果
を
も
つ
医

薬
品
で
す
が
、
ま
っ
た
く
同
一

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希

望
さ
れ
る
場
合
、
ま
ず
は
、
か

か
り
つ
け
の

医
師
・
薬
剤

師
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

通
知
書
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

国
民
健
康
保
険
中
央
会

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
０
１
２
０-

　
　
５
３-

０
０
０
６

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
知
ろ
う

後
期
高
齢
者
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　①
医
療
費
控
除

平
成
25
年
分
所
得
申
告
に
お
け

る
医
療
費
控
除
適
用
時
の
高
額

療
養
費
等
の
金
額
に
つ
い
て

　
所
得
税
お
よ
び
町
県
民
税
の

申
告
の
際
、
医
療
費
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
「
平
成
25
年
中

（
１
月
か
ら
12
月
ま
で
）
に
支

払
わ
れ
た
医
療
費
等
の
総
額
」

か
ら
「
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
る
金
額
」
を
差
し
引
く
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
後
期
高
齢

者
お
よ
び
国
保
医
療
制
度
に
お

い
て
は
、「
高
額
療
養
費
」
お
よ

び
「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」

の
対
象
と
な
ら
れ
た
場
合
の
支

給
額
が
「
補
て
ん
さ
れ
る
金

額
」
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
分
の
申
告
で
医
療

費
控
除
を
予
定
さ
れ
、
平
成
25

年
中
に
「
高
額
療
養
費
」
お
よ

び
「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」

の
支
給
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

健
康
増
進
課
保
険
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成25年中
に支払った
医療費の
総額

保険金
などで
補てん
される
金額

「10万円」または
「総所得金額等の
合計額の５％」
のいずれか

少ない方の金額

医療費控除額
（最高200万円）

　②
社
会
保
険
料
控
除

社
会
保
険
料
控
除
用
の
「
納
付

済
額（
通
知
書
）」
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お

よ
び
国
保
税
は
、
平
成
25
年
中

（
１
月
か
ら
12
月
ま
で
）
に
納

付
さ
れ
た
全
額
が
所
得
申
告
に

お
け
る
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
分
の
申
告
に
お
い

て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
で
、
納
付
額
が

不
明
な
方
は
、

健
康
増
進
課

保
険
係
へ
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
保
険
係

℡
６
７-

０
７
５
３

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

業
務
課 

給
付
係

℡
０
９
５
２-

６
４-

８
４
７
６

後期高齢者および国保医療制度では
「高額療養費」、「高額介護合算療養費」が対象です。

＝－－

※保険金などで補てんされる金額は、その給付の目的となった医療費の金額を限度として差し引き
　ますので、引ききれない金額が生じた場合であっても他の医療費からは差し引きません。

問い合わせ先 ℡６７-０７５３

健康増進課保険係　　からのお知らせ　

　
第
33
回
太
良
町
青
少
年
育
成

町
民
大
会
を
２
月
22
日
㈯
19
時

か
ら
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま

す
。

　
町
内
小
中
高
生
の
作
文
発
表

の
後
、
記
念
講
演
で
は
元
全
日

本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
代
表
選

手
の
大
山
加
奈
さ
ん
が
「
夢
は

一
人
で
は
叶
え
ら
れ
な
い
　
〜

自
分
を
信
じ
て
、
仲
間
を
信
じ

て
〜
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま

す
。

　
大
山
さ
ん
は
恵
ま
れ
た
体
と

力
強
い
ス
パ
イ
ク
を
武
器
に
、

新
時
代
の
大
砲
と
し
て
注
目
さ

れ
、
２
０
０
４
年
ア
テ
ネ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
チ
ー
ム
の
主
力

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

第
33
回
太
良
町
青
少
年
育
成

　
　
　
　
　町
民
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　
な
お
、
講
演
に
先
立
ち
、
同

日
14
時
か
ら
多
良
中
学
校
新
体

育
館
に
て
町
内
の
小
中
学
生
を

対
象
に
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
も
開
催

い
た
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

　総
務
係

℡
６
７-

０
１
４
５ 大山加奈さん

が講演

元全日本女子

バレーボール代表

２月22日(土)
19時～

自然休養村
管理センター

大ホール
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　妊
娠
中
は
口
の
中
の
清
潔
が

保
ち
に
く
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

初
期
に
は
つ
わ
り
な
ど
で
食
物

の
好
み
が
変
わ
っ
た
り
、酸
っ

ぱ
い
も
の
が
食
べ
た
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。

　ま
た
、一
度
に
食
べ
ら
れ
ず

に
分
け
て
食
事
を
す
る
な
ど
、

食
習
慣
も
変
わ
り
ま
す
。

　こ
の
時
期
は
吐
き
気
な
ど
で

十
分
な
歯
磨
き
が
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、歯
垢
が
た
ま
り
や
す

く
な
り
、酸
が
歯
の
エ
ナ
メ
ル

質
を
溶
か
し
た
り
、歯
ぐ
き
が

炎
症
を
お
こ
す
な
ど
、む
し
歯

や
歯
周
病
に
か
か
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

知って得する

「お口」の
情報コーナー

佐
賀
県
ご
当
地

『
よ
坊
さ
ん
』

佐
賀
県
ご
当
地

『
よ
坊
さ
ん
』

　歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る
妊

婦
は「
早
産
や
未
熟
児
を
出
産

す
る
確
率
が
健
康
な
妊
婦
の

７
・
５
倍
も
高
い
」と
い
う
事
実
。

　現
在
、「
歯
周
病
」は「
喫
煙
」

「
ア
ル
コ
ー
ル
」と
と
も
に
注
意

す
べ
き
リ
ス
ク
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　歯
周
病
は
感
染
症
の
ひ
と
つ
。

感
染
症
は
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん

の
健
康
に
も
影
響
し
ま
す
。赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
健
康
の

た
め
に
、歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

太
良
町
歯
科
医
師
会

妊
娠
と
歯
周
病

　さ
ら
に
、妊
娠
中
は
女
性
ホ

ル
モ
ン
が
よ
り
多
く
分
泌
さ
れ

る
た
め
、こ
の
ホ
ル
モ
ン
を
栄

養
素
に
す
る
歯
周
病
菌
が
増
殖

し
、よ
り
重
度
な
歯
周
病
に
か

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

《
歯
周
病
の
深
刻
な
問
題
》

低体重児を産んだ妊婦は、

正常妊婦・正期産の人に比べ、

歯周病菌が4.5倍！

(北海道医療大学歯学部 古市保志教授の

免疫学調査2005年報告から)

歯周病ではない

妊婦と比べ、

早産や流産
になる
確率が
7.5倍！

(UCLA歯学部マイケル・

ニューマン教授グ

ループ2000年発表)

食生活の乱れ

ホルモン変化

不十分なケア

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に「
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
」

　
風
し
ん
の
免
疫
を
持
た
な
い

妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん
に

か
か
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤

ち
ゃ
ん
が
「
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
」
と
い
う
病
気
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
病
気

は
、
耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
る
、

生
ま
れ
つ
き
心
臓
に
病
気
が
あ

る
、
目
が
見
え
に
く
く
な
る
な

ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

　
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
助

成
は
、
「
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
」
の
発
生
を
予
防
し
、
女
性

が
将
来
も
安
心
し
て
妊
娠
・
出

産
で
き
る
よ
う
に
行
う
も
の
で

す
。

●
助
成
対
象
者

　
太
良
町
に
住
所
の
あ
る
方
で
、

①
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
す

　
る
女
性

②
妊
婦
の
同
居
者

　
た
だ
し
、
次
の
方
は
対
象
外

で
す
。

・
今
ま
で
に
風
し
ん
に
か
か
っ

　
た
こ
と
の

　
あ
る
方

・
風
し
ん
の

　
予
防
接
種
を
受

　
け
た
こ
と
が
あ
る
方

　
な
お
、
過
去
に
風
し
ん
に
か

か
っ
た
り
、
予
防
接
種
を
受
け

て
い
て
も
、
風
し
ん
の
Ｈ
Ｉ
抗

体
価
が
16
以
下
の
女
性
は
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
自
身
や

お
子
様
の
母
子
手
帳
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
助
成
内
容

　
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
に
か
か
る
費
用
。

た
だ
し
助
成
回
数
は
１
人
１
回

の
み

●
申
請
時
に
持
参
す
る
も
の
　

・
認
め
印
、
免
許
証
ま
た
は
健

　
康
保
険
証（
※
本
人
確
認
用
）

・
妊
婦
の
同
居
者
は
母
子
手
帳

　
も
必
要

※
ご
家
族
の
代
理
申
請
も
可
能

　
で
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
ま
で
の
流
れ

①
太
良
町
役
場
の
健
康
増
進
課

　
に
て
申
請

②
予
診
票
を
交
付

③
医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
接
種

●
接
種
医
療
機
関

　
太
良
町
・
鹿
島
市
・
嬉
野
市

内
の
指
定
医
療
機
関

問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課

℡
６
７-

０
７
５
３

　―
ご
存
知
で
す
か
!?
―

　
　
昭
和
54
年
４
月
２
日
以

　
前
に
生
ま
れ
た
男
性
は
こ

　
れ
ま
で
「
風
し
ん
ワ
ク
チ
　

　
ン
」
を
接
種
す
る
機
会
が

　
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現

　
在
、
奥
さ
ま
や
同
居
の
ご

　
家
族
が
妊
娠
中
の
男
性
の

　
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

　
会
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
ご

　
検
討
く
だ
さ
い
。

佐
賀
県
内
の
全
市
町
で
は
、「
風
し
ん
」の

予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
解
凍
し
た
食
品
を
再

び
冷
凍
す
る
こ
と
は
、
品
質
や

風
味
を
損
な
う
以
前
に
衛
生
上

問
題
が
あ
る
た
め
、
あ
ま
り
好

ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
か

じ
め
、
一
度
に
使
い
き
れ
る
量

に
小
分
け
を
し
て
か
ら
冷
凍
し

て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
冷
凍
し
た
こ
と
を
忘
れ
、

冷
凍
庫
の
管
理
が
で
き
な
く
な

っ
た
時
は
、
潔
く
廃
棄
し
ま
し

ょ
う
。

健
康
増
進
課

　健
康
づ
く
り
係

生
活
に
便
利
な
冷
凍
保
存
を
！

　
　
鮮
な
食
材
は
、
買
っ
た
ら

　
　
な
る
べ
く
早
く
調
理
す
る

の
が
、
お
い
し
く
味
わ
う
最
良

の
方
法
で
す
が
、
食
べ
き
れ
な

か
っ
た
り
、
調
理
時
間
が
無
か

っ
た
り
と
食
材
を
う
ま
く
活
用

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
と
き
は
上
手
に
冷
凍

保
存
し
、
無
駄
が
無
い
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。

　
肉
や
魚
の
冷
凍
保
存
期
間
は
、

種
類
や
部
位
に
よ
っ
て
も
異
な

り
ま
す
が
、
家
庭
用
冷
凍
庫（
マ

イ
ナ
ス
18
度
以
下
）
で
保
存
し

た
場
合
、
２
〜
３
週
間
を
目
安

に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
以
上
保
存
し
た
場
合
で

も
、
定
め
ら
れ
た
保
存
条
件
を

維
持
し
て
い
れ
ば
、
腐
敗
の
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
期
保

存
し
た
食
品
は
、
た
ん
ぱ
く
質

の
変
性
、
脂
質
の
酸
化
や
肉
色

の
変
化
が
起
こ
り
、
品
質
の
風

味
が
低
下
し
ま
す
。

新

　
さ
ら
に
、
氷
結
晶
の
昇
華
に

よ
る
乾
燥（
冷
凍
や
け
）で
、
肉

質
が
ス
ポ
ン
ジ
状
に
つ
な
が
り

パ
サ
パ
サ
と
し
た
食
感
に
な
り

ま
す
。
特
に
油
身
の
多
い
魚
は
、

不
飽
和
脂
肪
酸
を
多
く
含
む
た

め
酸
化
し
や
す
く
、
品
質
の
低

下
が
顕
著
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
現
象
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
食
品
を
鮮
度
の
良

い
内
に
急
速
冷
凍
し
、
空
気
を

出
来
る
だ
け
抜
い
た
状
態
で
保

存
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
真
空
包
装
で
の
急
速
冷
凍
が

理
想
で
す
が
、
家
庭
で
行
う
場

合
は
、
食
品
を
ラ
ッ
プ
に
包
み
、

熱
伝
導
の
良
い
ア
ル
ミ
や
ス
テ

ン
レ
ス
製
の
ト
レ
イ
に
並
べ
て

短
時
間
で
冷
凍
し
、
さ
ら
に
冷

凍
後
は
、
フ
リ
ー
ジ
ン
グ
パ
ッ

ク
に
移
し
替
え
、
密
封
し
て
保

存
し
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

家
庭
用
冷
蔵
庫
で
も
品
質
や
風

味
を
損
な
わ
ず
に
保
存
す
る
こ

冷
凍
保
存
で
お
い
し
く

食
べ
る
ポ
イ
ン
ト

小
家
族
や
単
身
者
は
、

　
　小
分
け
に
し
て
活
用
！

　
12
月
28
日
か
ら
３
日
間
、
火

災
予
防
や
防
犯
を
目
的
と
し
て
、

太
良
町
消
防
団
が
年
末
警
戒
を

行
い
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
は
、
20
時
か
ら
翌

朝
５
時
ま
で
各
部
の
詰
所
に
待

機
し
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
２

時
間
お
き
に
担
当
地
区
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
火
災
や
盗
難
も
な

く
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
１
月
５
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
運
動
広

場
で
、
太
良
町
消
防
出
初
式
が

行
わ
れ
、
堀
口
団
長
以
下
４
０

４
名
が
出
動
し
ま
し
た
。

　
町
長
や
来
賓
に
対
し
、
太
良

分
署
職
員
と
太
良
町
消
防
団
の

規
律
正
し
く
行
進
す
る
様
子
等

を
披
露
し
、
さ
ら
に
、
町
長
が

各
部
の
機
械
器
具
等
の
整
備
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

町
長
の
式
辞
で
は
年
末
警
戒
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
、
日
頃
の
消
防

活
動
に
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

太良町消防出初式

太良町消防団が
　　年末警戒を実施



順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
赤木聖希斗
泊岩　佳研
柳瀬　愛斗
針長　瑛都
本多　翔大
岩永　夢叶

学年
3
3
2
3
2
2

分:秒
5:45
6:00
6:06
6:10
6:11
6:13

所属または住所
道越少年野球
多良少年野球
大浦少年サッカー
多良少年野球
多良少年野球
多良少年野球

順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
小井手萌々華
中尾　詩織
北山　　茜
赤木玲緒華
江口　　愛
針茂　春花

学年
2
2
1
2
1
1

分:秒
12:49
13:15
13:25
13:26
13:49
14:08

所属または住所
多良中バレー
多良中バレー
多良中ソフトテニス
多良中バレー
多良中バレー
多良中バレー

順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
山口　俊成
天野　一成
松尾　文雄
足立　照政
渋谷　嘉彦
前田　一貴

年齢
44
47
47
44
51
47

分:秒
9:33
10:05
10:27
10:48
11:11
11:27

所属または住所
伊万里市

神埼マラソンクラブ
神埼市吉野ヶ里町
佐賀広域消防局
神埼マラソンクラブ
武雄マラソンクラブ

順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
野中　魁
下川　颯太
梅川　大和
小溝　利桜
西村　恭平
大江奨一朗

分:秒
17:07
18:47
18:49
19:01
19:47
20:29

所属または住所
野上

多良中野球部
多良中野球部
多良中野球部
多良中野球部
大浦中野球部

順位
1
2
3
4
5
6

年齢
37
26
26
29
23
20

分:秒
32:06
33:11
33:35
34:53
34:03
34:18

所属または住所
鹿島市陸協

武雄市マラソンクラブ
杵島陸上クラブ
武雄市マラソンクラブ
嬉野・太良駅伝チーム
武雄市マラソンクラブ

順位
1
2
3
4
5

氏　　名
馬場　照彦
深川　泰毅
中村　隆也
遠藤　大輔
木原　流聖

53
45
3
26
3

分:秒
11:38
12:13
12:17
13:37
14:34

所属または住所
山口県下関市
鳥栖市
太良高校
江北町
太良高校

順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
松本　結衣
八戸菜々子
酒井　柚香
馬場　朱里
片山　愛梨
岡　　優月

学年
3
3
2
3
3
3

分:秒
6:24
6:24
6:32
6:36
6:36
6:42

所属または住所
多良女子ジュニアソフトテニス
大浦ジュニアバレー
多良ＪＶＣ
多良ＪＶＣ
多良ＪＶＣ
多良ＪＶＣ

1.5㎞
参加者
37人

順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
平古場海斗
中村　優斗
川次　央将
馬場　勇宗
赤木　星琉
中尾　　樹

学年
6
4
6
6
4
6

分:秒
10:41
10:58
11:06
11:07
11:12
11:18

所属または住所
道越少年野球
道越少年野球
多良少年野球
多良少年野球
道越少年野球
多良少年野球

順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
田中　　萌
上戸　愛良
本多　涼花
高尾　萌花
酒井　琴美
大畑　　蘭

学年
6
6
6
5
5
5

学年
3
2
2
1
2
2

分:秒
12:25
12:38
12:49
12:55
13:03
13:05

所属または住所
大浦少年野球
多良ＪＶＣ
多良ＪＶＣ
大浦ジュニアバレー
多良ＪＶＣ
大浦ジュニアバレー

順位
1
2
3
4
5
6

氏　　名
井手　水紀
稲田真理子
片渕　真紀
古川佐知子
菅崎　佳代
赤松　智実

氏　　名
野田　　聖
樋渡　優太
川﨑　志通
山口　真彦
古川　惣一
山口　滉太

年齢
17
39
2
41
33
28

分:秒
10:55
12:30
14:48
15:02
15:11
15:16

所属または住所
武雄市マラソンクラブ
カネカ食品(株)
太良高校
太良高校

しおさいRunTrip
しおさいRunTrip

学年
年齢

　１月４日、第41回太良町新春マラソン大会が行われ、町内外から10種目に542名が参加し、新春の県道　　　　　　多良岳公園線を駆け抜けました。今年は太良町竹崎かに旅館組合から、一般男子10kmの優勝者を次年度の
招待選手として、ペア宿泊券が贈られ、杉谷の山口柑橘園（山口直毅さん）からはクレメンティンを各種　　　　　　目の町外優勝者に副賞として贈られました。また、会場では、観光協会と旅館組合で、みかんジュースの配
布やかに汁の炊出しが行われ、たくさんの参加者で賑わいました。

小　学
３年生
以下女子

3.0㎞
参加者
88人

小　学
４年生
以下男子

3.0㎞
参加者
56人

小　学
４年生
以上女子

3.0㎞
参加者
6人

一 般

女 子

1.5㎞
参加者
36人

小　学
３年生
以下男子

3.0㎞
参加者

5人

3.0㎞
参加者
13人

5.0㎞
参加者
59人

10.0㎞
参加者
127人

3.0㎞
参加者
15人

中学生

女　子

壮 年

中学生

男　子

一 般

男 子

一 般

男 子
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　12月11日、波瀬ノ浦公民館で老人会が催さ
れ、集まった25人を対象に太良交番3名と大浦
駐在所員による「劇団たら」が防犯・交通安全指
導を実施しました。
　防犯指導では、最近佐賀県内での被害が急増
している「還付金詐欺」「商品送りつけ商法」を
寸劇で披露し、被害防止を呼びかけました。

▼還付金詐欺とは
　社会保険事務所や税務署と名乗り、「還付金
があります」と高齢者宅に電話をかけ、銀行
(ATM)まで誘い出し、現金を振り込ませる手口
▼商品送りつけ商法とは
　高齢者宅に頼んでもいない商品を送りつけ、
「頼んだことを忘れているだけですよ」などと
言い、現金を振り込ませる手口。佐賀県を含む
44都道府県で2200人、被害総額5500万円の事
件が発生しています。

詐欺の被害を防止しましょう！
・税務署や社会保険事務所が、税金や年金を
還付するためにATMの操作をお願いするこ
とはありません。

・ATMには、キャッシュカード・通帳を使っ

て資金を受け取るという機能はありません。
・見に覚えのない代金引換の荷物はきっぱり
断り、受け取らないこと。

・荷物を受け取ってしまったときは、絶対に
代金を支払わないこと。

※すぐに振り込まず、家族・知人・警察に相談し
ましょう。

「劇団たら」は、今年も太良町の安全・安心のた
めにユーモアかつ分かりやすい寸劇を目指し
て広報活動を行っていきます。

鹿島警察署 太良交番　℡６７-００１１

大好評！劇団たら

in波瀬ノ浦老人会
　　

春
先
は
、
空
気
が
非
常
に
乾

燥
し
、
風
が
強
く
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
で
す
。
火
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▽
た
き
火
を
す
る
際
に
は
、
消

火
器
や
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、

風
の
強
い
日
に
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
▽
子
ど
も
は
火
遊
び
を
し

な
い
よ
う
に
し
、
保
護
者
は
マ

ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
管
理

を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。
▽

家
の
周
り
に
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
、

灯
油
な
ど
の
管
理
も
十
分
に
行

な
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
お
出
か
け
前
や
就
寝

前
に
は
、
も
う
一
度
火
の
元
を

確
認
し
、
離
れ
る
際

に
は
必
ず

火
を

止
め
て

か
ら
離
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
伐
採
木
の
焼
却
、
草
刈
り
後

の
焼
却
な
ど
を
す
る
場
合
、
一

般
の
方
が
そ
れ
を
火
災
と
間
違

え
て
１
１
９
番
通
報
さ
れ
、
消

防
車
が
出
動
し
混
乱
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
焼

却
行
為
を
行
う
場
合
は
、
事
前

に
消
防
署
へ
「
火
災
と
ま
ぎ
ら

わ
し
い
煙
又
は
火
炎
を
発
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の
届
出

書
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

届
出
方
法

　
届
出
様
式
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
太
良
分
署
に
届
け
出
て

下
さ
い
。
ま
た
、
や
む
を
得
な

い
場
合
は
電
話
で
連
絡
を
お
願

し
ま
す
。

　
届
出
様
式
は
、
太
良
分
署
ま

た
は
杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏

組
合
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

http://www.kitou-web,jp/syoubou/

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日(
土)
〜
７
日(

金)

火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙

ま
た
は
火
炎
を
発
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
行
為
の
届
出

問い合わせ先
太良分署　℡６７-１２１０

太
良
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

太良町内火災発生件数
(平成25年1月1日～12月31日)

太 良 町

杵藤地区

火災

件数

9

78

前  年

火災件数

7

59

前年

比較

+2

+19

太良分署救急出場件数 (平成25年1月1日～12月31日)

事 故 種 別

急 　 　 病

交 通 事 故

一 般 負 傷

転 院 搬 送

上 記 以 外 事 故

合 　 　 計

杵 藤 圏 内

出場件数

296

31

65

69

10

471

5786

前年比較

+6

-7

-15

-13

+3

-26

+170

前年出場件数

290

38

80

82

7

497

5616

有
料
広
告

有
料
広
告

クリニック見直し

【営業時間】9時～18時

有
料
広
告
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12
月
14
、
15
日
の
両
日
、
道

の
駅
太
良
で
第
１
回
た
ら
う
ま

か
も
ん
祭
が
行
わ
れ
、
約
６
０

０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
当
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
の
第

１
次
産
業
の
生
産
者
お
よ
び
団

体
等
で
組
織
さ
れ
た
「
う
ま
か

も
ん
の
里
た
ら
協
議
会
」
が
、

食
材
の
試
食
販
売
を
通
じ
、
生

産
者
と
消
費
者
の
交
流
を
目
的

に
開
催
。
当
日
は
町
内
外
か
ら

お
客
さ
ん
が
訪
れ
、
町
内
で
育

ま
れ
た
数
々
の
新
鮮
な
食
材
に

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

第
１
回

た
ら
う
ま
か
も
ん
祭

　
12
月
25
日
、
『
藤
津
４
Ｈ
ク

ラ
ブ
』
が
岩
島
町
長
を
訪
問
、

農
産
物
詰
め
合
わ
せ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ

は
、
藤
津
地
区
内
の
若
手
農
業

者
相
互
の
資
質
向
上
と
親
睦
を

図
る
目
的
で
設
立
さ
れ
て
お
り
、

消
費
者
を
対
象
と
し
た
農
産
物

の
紹
介
・
販
売
や
地
域
イ
ベ
ン

ト
、
食
農
体
験
お
よ
び
地
産
地

消
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
経
営
品
目

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
が
日
々
真
摯
に
農
業
と
向
き

合
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
贈
呈
さ
れ

た
農
産
物
詰
め
合

わ
せ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
、

若
手
農
業
者
が
心

を
こ
め
て
作
っ
た

農
産
物
を
詰
め
合

わ
せ
た
も
の
で
す
。
１
０
０
箱

準
備
さ
れ
、
す
べ
て
完
売
し
た

と
の
こ
と
で
す
。
今
後
は
農
産

物
の
詰
め
合
わ
せ
の
販
売
に
つ

い
て
も
拡
大
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

藤
津
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
が

　
　
　
農
産
物
詰
め
合
わ
せ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
贈
呈

農産物詰め合わせＢＯＸを持つ藤津４Ｈクラブのみなさん

　
12
月
22
日
㈰
、
中
央
公
民
館

周
辺
で
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ

が
開
催
さ
れ
、
５
０
０
人
以
上

の
親
子
で
１
日
中
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
早
朝
か
ら
行
わ
れ
た
、
し
め

縄
・
門
松
づ
く
り
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
お
年
寄
り
グ
ル
ー
プ

の
指
導
の
も
と
、
白
い
息
を
弾

ま
せ
な
が
ら
一
緒
に
な
っ
て
製

作
を
し
、
立
派
な
し
め
縄
や
門

松
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り

で
は
、
木
の
枝
を
編
み
こ
ん
だ

土
台
に
色
鮮
や
か
な
素
材
を
組

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

み
合
わ
せ

て
飾
り
付

け
ま
し
た
。

子
ど
も
た

ち
は
世
界

に
一
つ
だ

け
の
手
作

り
リ
ー
ス

を
夢
中
に

な
っ
て
作

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
ホ
ー
ル
で
は
、
お

は
な
し
会
に
よ
る
人
形
劇
「
と

も
だ
ち
や
」
が
公
演
さ
れ
、
会

場
の
観
客
席
か
ら
は
笑
顔
と
歓

声
が
こ
ぼ
れ
、
終
始
和
や
か
な

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
親
子
映
画
会
が

行
わ
れ
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ

ん
　
バ
カ
う
ま
っ
！
Ｂ
級
グ
ル

メ
サ
バ
イ
バ
ル
」
の
上
映
に
続

い
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
が

行
わ
れ
、
サ
ン
タ
さ
ん
が
抽
選

を
引
き
、
当
選
者
に
は
豪
華
賞

品
が
手
渡
さ
れ
る
な
ど
、
参
加

者
み
ん
な
で
一
足
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
気
分
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
１
月
14
日
、
竹
崎
・
道
越
地

区
で
、
正
月
の
伝
統
行
事
「
も

ぐ
ら
打
ち
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
没
後
、
地
区
の
小
中
学
生

の
子
ど
も
た
ち
が
数
人
の
班
に

分
か
れ
、
棒
の
先
に
わ
ら
づ
と

を
巻
き
つ
け
た
も
ぐ
ら
打
ち
を

手
に
、
１
時
間
以
上
か
け
て
地

区
内
の
各
家
々
を
回
り
、
玄
関

先
で
「
唱
え
言
」
を
し
な
が
ら

地
面
を
力
強
く
打
ち
付
け
、
五

穀
豊
穣
、
家
庭
繁
栄
を
祈
願
し

ま
し
た
。
地
区
内
に
は
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
わ
た

っ
て
い
ま
し
た
。

も
ぐ
ら
打
ち

■
大
会
名

　
第
11
回
大
町
町
柔
道
大
会

■
期
日
　
12
月
15
日
㈰

■
会
場
　
大
町
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
成
績

▽「
南
川
杯
争
奪
」小
学
生
団
体

・
高
学
年
の
部
　
優
勝

▽
個
人
の
部

・
５
年
生
の
部

　
３
位
　
大
鋸
和
柊（
郷
式
）

・
６
年
生
の
部

　
３
位
　
小
畑
大
樹（
川
原
）

健
闘
！

　
太
良
少
年
柔
道

■
大
会
名
　
第
１
回
長
崎
が
ん

　
ば
ら
ん
ば
カ
ッ
プ
少
年
野
球

　
大
会

■
参
加
チ
ー
ム
　
16
チ
ー
ム

■
期
日
　
11
月
23
、24
日（
土
、日
）

■
会
場
　
長
崎
、時
津
み
な
み
公
園

■
成
績

 

・
１
回
戦
　
３-

２ 

桜
町
小（
長
崎
市
）

・
２
回
戦
　
３-

２ 

高
尾
エ
ン
ゼ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
市
）

・
準
決
勝
　
７-

１ 

西
山
少
年
野
球
団

　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
市
）

 

・
決
　
勝
　
10-

２ 

ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
・
ア

　
　
　
　
　
　
　  

ウ
ス
テ
ル（
長
崎
市
）

優
勝
!!
道
越
少
年

　
　
野
球
Ａ
チ
ー
ム

■
期
日
　
12
月
８
日
㈰

■
会
場

　
太
良
町
民
体
育
セ
ン
タ
ー

■
参
加
チ
ー
ム

　
６
チ
ー
ム

■
大
会
結
果

優
　
勝 

チ
ー
ム 

Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｆ

準
優
勝 

鹿
島
高
校
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム

３
位 

ツ
ジ
ー
コ

４
位 

ヨ
コ
バ
イ

５
位 

チ
ー
ム

　
　 

井
上

６
位 

シ
ニ
ア

　
　 

チ
ー
ム

・
最
優
秀
選
手

　
鶴
田
貴
大

　
（
チ
ー
ム

　 

Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｆ
）

・
優
秀
選
手

　
山
本
祐
太

　
（
チ
ー
ム

　 

Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｆ
）

・
優
秀
選
手

　
野
田
幸
男

　
（
鹿
島
高
校

　 

Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
）

第
７
回
太
良
町

 

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

有
料
広
告

写
真
左
か
ら
山
崎
響
選
手
、竹
下
翔
寿
選
手
、

小
畑
大
樹
選
手
、
浦
田
慧
士
選
手
、
大
鋸
和

柊
選
手
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九州電力関係者を装った勧誘が多発して
います！

　「九州電力保安部」、「九州電力保安コールセンター」などを名乗
り、お客さまへ「ご使用量のお知らせ(検針票)」に記載されている
お客さま番号やご契約容量の聞き取りを行い、「電気料金が安くな
る」とか「動力の契約を変更しませんか？」というような勧誘を行う
事象が発生しています。
　　　　　　 ↓
　当社にこれらの部署は存在せず、こ
のような勧誘活動は行っていません
ので、十分ご注意ください。

日
時
　
３
月
３
日
㈪

　
　
　
13
時
〜
16
時

場
所
　
佐
賀
県
総
合
保
健
会
館

　（
佐
賀
市
天
神
１
丁
目
４-

15
）

対
象
　
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

　
約
30
名（
受
付
順
）

佐
賀
県
が
ん
患
者
・

　
　
　
　
　
家
族
集
い
の
会

う
れ
し
の
特
別
支
援
学
校

ゆ
め
タ
ウ
ン
販
売
会

内
容
　
▽
絵
手
紙
教
室 

隈
本
ヒ

　
デ
子
先
生
（
13
時
〜
14
時
）

　
▽
親
睦
・
交
流
会
（
14
時
10

　
分
〜
16
時
）
　

持
参
品
　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

参
加
料
　
お
一
人
３
０
０
円
　

　
　
　
　（
材
料
代
含
む
）

申
込
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
電

　
話
番
号
・
家
族
同
伴
の
有
無

　
を
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
電
話
受
付（
毎
週
月
・
水
・
金

　
の
み
10
時
〜
13
時
、14
時
〜

　
16
時
）

申
込
期
限
　
２
月
26
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先

(公財)
佐
賀
県
総
合
保
健
協
会

℡
０
９
５
２-

２
７-
４
６
６
６

　
生
徒
が
作
業
学
習
等
で
製
作

し
た
作
品
を
販
売
し
ま
す
。
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

○
中
学
部
販
売
会

日
時
　
２
月
14
日
㈮

　
　
　
10
時
〜
16
時

会
場
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
武
雄

　
１
階
ラ
・
コ
ル
ベ
イ
ユ
前

販
売
品
目
　
花
台
、い
す
、や
き

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
も
の（
皿
、壁
か
け
、小
物
）、

　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
バ
ー
、ビ
ー

　
ズ
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど

○
高
等
部
販
売
会

日
時
　
２
月
25
日
(火)

　
　
　
10
時
〜
17
時

会
場
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
武
雄

　
１
階
ゆ
め
広
場

販
売
品
目
　
花
苗
や
鉢
植
え
、

　
や
き
も
の
、木
工
製
品
、布
製

　
品
、紙
製
品
、和
紙
製
品
、

　
さ
を
り
織
り
製
品
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

佐
賀
県
立
う
れ
し
の
特
別
支
援
学
校

℡
０
９
５
４-

６
６-

４
９
１
１

　
林
野
庁
・
九
州
森
林
管
理
局

で
は
、
国
有
林
の
役
割
や
現
状

と
い
っ
た
情
報
を
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
国
有
林
を
よ
り

「
国
民
の
森
」
と
し
て
管
理
経
営

し
て
い
く
た
め
、
森
林
・
林
業

や
国
有
林
に
興
味
を
持
た
れ
る

一
般
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
く
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を

募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
期
間

　
平
成
26
年
４
月
〜

　
平
成
27
年
３
月

依
頼
内
容

・
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、
意

　
見
や
提
言
な
ど
の
報
告
、
弊

　
局
広
報
紙
へ
の
投
稿

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の

　
出
席
（
年
１
〜
２
回
程
度
、

　
希
望
者
の
み
）

応
募
資
格

　
九
州
・
沖
縄
に
お
住
ま
い
の

20
歳
以
上
の
方
で
、
森
林
・
林

業
お
よ
び
国
有
林
に
関
心
の
あ

る
方
。（
国
会
お
よ
び
地
方
議
会

の
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、

国
家
公
務
員
を
除
く
）

応
募
方
法

　
官
製
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
宛

先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
Ｅ
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

必
須
事
項

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
） 

、
性
別
、

生
年
月
日
、年
齢
、職
業
、住

所
、郵
便
番
号
、電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
）

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た

　
き
っ
か
け

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
さ  

　
れ
た
理
由
（
１
０
０
字
程
度
）

募
集
締
切

　
２
月
28
日
㈮

 

当
日
消
印
有
効

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
０-

０
０
８
１

熊
本
市
西
区
京
町
本
丁
２
番
７
号

九
州
森
林
管
理
局

企
画
調
整
室

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

℡
０
９
６-

３
２
８-

３
５
１
１

Ｅ
メ
ー
ル:

k
y_k

ik
a
k
u
@

rin
ya

.m
a
ff.g

o
.jp

日
時
　
２
月
23
日
㈰

　
　
　
11
時
〜
14
時
30
分

場
所
　
大
谷
梅
林
（
蕪
田
区
大
谷
）

　
　
　
田
口
健
一
宅
前

主
催
　
大
谷
観
梅
祭
実
行
委
員

　
会(

地
元
梅
生
産
者
・
有
志
）

入
園
料
　
一
人
１
０
０
０
円

　
小
学
４
年
以
下
５
０
０
円

※
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー（
地
元
豚
肉
）

や
竹
筒
酒
を
用
意

イ
ベ
ン
ト
▽
太
良
町
特
産
物
の

　
抽
選
会
▽
梅
の
種
と
ば
し
大

　
会
▽
き
ね
餅
つ
き
▽
そ
の
他

問
い
合
わ
せ
先

大
谷
観
梅
祭

実
行
委
員
会

代
表 

田
口
健
一

℡
６
７-

０
７
３
３

大
谷
観
梅
祭
開
催

の
あ
る
２
年
生
と
３
年
生
は
さ

す
が
に
札
を
取
る
の
が
早
く
、

上
の
句
（
五
七
五
）
が
詠
ま
れ

る
う
ち
に
ほ
と
ん
ど
の
札
を
取

っ
て
し
ま
う
ほ
ど
白
熱
し
た
試

合
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
12
月
末
ま
で
に
大
学
・
短
大

の
推
薦
入
試
が
終
了
。
新
太
良

高
校
１
期
生
と
な
る
今
年
の
３

年
生
は
約
10
年
ぶ
り
の
国
立
大

学
合
格
を
は
じ
め
、
積
極
的
に

進
学
に
挑
戦
す
る
生
徒
が
多
く
、

周
囲
の
期
待
に
見
事
応
え
て
く

れ
ま
し
た
。

〈
主
な
合
格
校
〉

・
佐
賀
大
学

・
久
留
米
工
業
大
学

・
長
崎
総
合
科
学
大
学

・
九
州
保
健
福
祉
大
学

・
熊
本
学
園
大
学

・
西
九
州
大
学
短
大
部

・
佐
賀
女
子
短
大

・
県
立
産
業
技
術
学
院

・
日
本
動
物
専
門
学
校

・
福
岡
和
白
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

・
九
州
国
際
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

・
福
岡
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

百
人
一
首
大
会

進
学
状
況（
12
月
末
現
在
）

　
年
末
年
始
の
恒
例
行
事
、
太

良
高
校
の
百
人
一
首
大
会
は
体

育
館
で
全
校
生
徒
が
一
斉
に
札

を
取
り
合
い
ま
す
。

　
各
学
年
別
に
団
体
戦
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
が
、
経
験 URL http://www3.saga-ed.jp/edq10020/

と
で
し
た
。
作
成
し
た
飼
育
委

員
会
の
子
ど
も
た
ち
が
大
変
輝

い
て
い
ま
し
た
。

　
次
は
、
「
思
い
や
り
の
心
を

あ
つ
め
よ
う
ゲ
ー
ム
」
で
す
。

　
カ
ー
ド
を
集
め
る
こ
と
を
通

し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と

話
を
し
て
友
達
の
輪
を
広
げ
て

い
き
ま
し
た
。

　
体
育
館
の
中
は
、
と
っ
て
も

寒
か
っ
た
の
で
す
が
、「
キ
ラ

キ
ラ
笑
顔
集
会
」
が
終
わ
っ
た

後
、「
心
が
ぽ
っ
か
ぽ
か
」
に

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
先
生
た

ち
の
笑
顔
の
花
が
い
っ
ぱ
い
咲

き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
多
良
小

っ
て
い
い
な
あ
と
改
め
て
思
っ

た
一
日
で
し
た
。

　
恒
例
の
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
12
月
11
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ま
さ
に
マ
ラ
ソ
ン

に
相
応
し
い
天
候
で
し
た
。
中

学
年
の
部
、
低
学
年
の
部
、
高

学
年
の
部
の
順
で
実
施
し
ま
し

　
12
月
18
日
、
多
良
小
の
み
ん

な
が
「
思
い
や
り
」
を
持
っ
て

友
達
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

・
標
語
の
紹
介

「
つ
な
ご
う
よ
　
み
ん
な
の
手 

 

と
手
　
世
界
の
わ
」 

三
年
生
作

　
次
は
、
創
作
劇
で
し
た
。
こ

こ
で
、
す
ご
い
な
あ
と
感
心
し

た
こ
と
は
「
友
達
と
一
緒
に
遊

ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
や
嬉
し
さ
を

考
え
さ
せ
る
」
劇
の
シ
ナ
リ
オ

を
子
供
た
ち
だ
け
で
考
え
た
こ

多
良
小
の
み
ん
な
が
輝
い
た

　
　【
キ
ラ
キ
ラ
笑
顔
集
会
】

汗
と
笑
顔
と
達
成
感

　
　【
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
】

た
。
子
供
た
ち
は
、
こ
の
日
の

た
め
に
11
月
下
旬
か
ら
練
習
し

て
き
た
成
果
を
存
分
に
発
揮
し

て
激
走
、
完
走
し
ま
し
た
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
寒
い
中

子
供
達
へ
の
声
援
を
送
っ
て
い

た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
色
々
な
運
動

に
親
し
み
健
康
な
体
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

太
良
町
立
多
良
小
学
校
お
よ
び

三
里
分
校
児
童
数

総
計
３
０
５
人

（
男
子
１
４
６
人
、
女
子
１
５
９
人
）

文
責
　
多
良
小
学
校
教
頭

低学年の部

くらしの情報
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詳細は大橋記念図書館までお問い合わせ下さい｡ TEL.67-2282
大橋記念図書館ＨＰ　http://www.tosyo-saga.jp/tara2/opac/top.do

大橋記念図書館コーナー
●休館日…2月17・23・24日/ 3月3･9・10・16～22日
●おはなし会…2月22日

お薬ノートを
持って

行きましょう。

日曜在宅医
在宅歯科医

鹿島市休日子どもクリニック（63-1838）

※当番医の変更がある場合が
　ありますので、確認をして
　受診してください。

◎開設日時：日曜・祝日・1月2，3日　9時～17時
◎場所：鹿島市大字高津原813番地

夜間小児時間外診療在宅当番医
◇診療時間／19時～21時　　◇対象年齢／15歳以下
◇月・木・金・土・日曜日
　南部地区小児時間外診療センター(武雄地区休日急患センター)
　武雄市武雄町大字昭和300　TEL.0954-22-5599

◇水曜日
　鹿島時間外こどもクリニック(高津原・鹿島市休日こどもクリニック内)　TEL.63-1838

※変更になる場合がありますので、受診の際は事前に在宅医、または杵藤地区消防本部
　救急医療情報案内（TEL.0954-22-4207）へ電話で確認してください。

2月16日

2月23日

3月 2 日

3月 9 日

3月16日

3月21日

3月23日

町立太良病院

町立太良病院

町立太良病院

緒方医院

町立太良病院

町立太良病院

田代医院

光武(寿) 歯科医院(武雄市)

西村歯科医院(嬉野市)

溝口歯科医院(白石町)

前田歯科医院(嬉野市)

松田歯科クリニック(白石町)

古賀歯科医院(嬉野市)

松尾歯科医院(武雄市)

0954-23-2093

0954-66-4808

0952-84-2148

0954-20-2288

0952-71-7108

0954-43-3982

0954-23-4820

67-0016

67-0016

67-0016

68-2220

67-0016

67-0016

67-2120

【診察時間】
医院：9時～17時
歯科：9時～17時

樋口医院

うれしのふくだクリニック

福田医院

4日

11日

18日

嬉野市 一位原

嬉野市 築城

嬉野市 中川通

43-1652

42-1211

43-0550

月 日付 在　宅　医 所　在　地 電話番号

3月
谷口医院

織田病院

18日

25日

嬉野市 谷所

鹿島市 中牟田

66-3568

63-3275

月 日付 在　宅　医 所　在　地 電話番号

2月

◇火曜日

収集日当日の午前8時までに出してください。
日時は必ず守りましょう！

2
2014 February くらしのカレンダー
しおさい館利用可能時間
8時30分～20時30分
浴室・トレーニング室の利用は、

11時～20時まで
※小学生以下については、保護者同伴での利用をお願いします。

●…しおさい館で開催　●…大浦公民館で開催　●…大橋記念図書館で開催　●…役場ロビーで開催　●…自然休養村管理センターで開催し 浦 橋 役 自

B…B&G運動広場　　…道越環境広場 

種　類

袋の色

収集日

赤

2月19日

雑物類

ピンク

2月19日

ペットボトル

茶色

2月26日

紙類
（容器包装専用）

オレンジ

2月26日

プラスチック類

黒

3月5日

空かん・
金属類

青

3月12日

空ビン・
ガラス類

【不燃物収集日】

道

Weather in January

最大瞬間風速・・・
平均気温・・・・・・・
最高気温・・・・・・・
最低気温・・・・・・・

14.3m/s
6.2℃

17.3℃
－2.0℃

（  9日）
　

（30日）
（23日） 

1月の天候
降水量(日付：ｍｍ)
1日
2日
3日
4日
5日

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

31.0上旬

6日
7日
8日
9日
10日

11日
12日
13日
14日
15日

0.0
0.0
31.0
0.0
0.0

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

16日
17日
18日
19日
20日

0.0
0.0
0.0
0.0
1.5

1.5 26.0中旬 下旬
合計　58.5㎜

21日
22日
23日
24日
25日

26日
27日
28日
29日
30日
31日

0.0
0.5
0.0
0.0
9.5

0.0
0.0
0.0
0.0
16.0
0.0

＊は停電のため未計測
H26年1月分

件数    支出額(円)
種別

 

祝　儀

会　費

弔　慰

贈　呈

その他

合　計

平成25年度 町長交際費

5

5

24,000

24,000

特別休館のお知らせ特別休館のお知らせ
期間　3月16日(日)～3月22日(土)
本の点検・整理を行うため、休館致します。
返却の際は緑のポストをご活用下さい。
皆様のご理解、ご協力をお願い致します。

期 日 ３月 29 日（土）
会 場 太良町公民館　研修室
講 師 坂本　紀美子　先生
テキスト 田辺　聖子　著『一葉の恋』　
時 間 14 時～ 16 時
参加対象 高校生以上

テキストは大橋記念図書館が用意しておりますので、興味がある方は気軽にお問合せ下さい。

共通の本を読み、感想や意見を発表し
あう場のことです。
本の感想だけではなく、本が書かれた
時代背景や著者の経歴等も学ぶことが
でき、テキストについて更に知識が深
まります。

読書会とは・・・
読書会を開催します読書会を開催します

 

2か月児相談（第4金曜日）
場所：しおさい館  検診室　受付：9時30分～ 10時30分
対象：平成25年12月10日～平成26年1月9日生まれ

2月・3月の赤ちゃん相談日および対象児
※該当月齢外の相談は事前にお問い合わせください。

もぐもぐ乳児相談（第2水曜日）
場所：しおさい館  検診室　受付：9時30分～ 10時30分
対象：5か月児▶平成25年10月生まれ　10か月児▶平成25年5月生まれ

問い合わせ先
健康増進課 健康づくり係

℡.６７-０７５３

11109

8765432

3/1282726

12

252423

222120不燃物収集日

不燃物収集日

1918しおさい館
休館日17

14

しおさい館
休館日

しおさい館
休館日

しおさい館
休館日

しおさい館
休館日

しおさい館
休館日

しおさい館
休館日

しおさい館
休館日

16

15
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

不燃物収集日 13

不燃物収集日

県内一周駅伝大会（16日ま
で ）、し 無 料 法 律 相 談
(10:00～)、し子育てママの
料理教室(10:00～13:00)、
多良中学校屋内運動場・武
道場落成式(10:30～)

し行政相談
(9:30～12:30)

し消費生活相談
(9:30 ～ 16:30)
し 3 歳 6 か月児健診
(13:15 ～ 15:00)

し健康づくり教室
(9:30～13:00)

13

し女性の総合相談
(10:00～16:00)、しプ
レママスクール(13:30
～15:00) 、無料法律・
登記相談（13：30～16：
30）大浦支所

多良中学校屋内運動場・武道場
施設見学会(10:00～12:00、
13:30～16:00)、●おはなし
会(14:00～)、大山加奈バレー
ボール教室(14:00～) 多良中
体育館、●第33回太良町青少
年育成町民大会(19:00～)

大谷観梅祭
(11:00～14:30) 
蕪田大谷梅林

し消費生活相談
(9:30 ～ 16:30)

し 2 か月児相談
(9:30 ～ 10:30)

太良高校卒業式
(10:30～)、
春季全国火災予
防運動(7日まで) 

し第36回太良町
農業委員会総会
(9:30～)

し消費生活相談
(9:30 ～ 16:30)

し精神保健福祉
相談(14:30～要
予約)

し消費生活相談
(9:30 ～ 16:30)

町報3月号発行

日時：3月12日(水)日時：2月28日(金)

橋

自



商品を製造する機械のメンテナ
ンスを行っています。

フットサルです。サガン鳥栖の
観戦にもよく行きます。

一緒にいて楽しく、家族思いの
人です。

サガン鳥栖のＪ１優勝を生で観る
こと！

祐徳薬品の商品をこれからも愛用
お願いします！

◆仕事の内容

◆趣味

◆理想の女性

伊藤 和樹さん(野崎 19歳)
祐徳薬品工業(株) 勤務

◆将来の夢

◆太良町民への自己PR

せいらちゃん(大峰) みやちゃん(栄町) もときくん(油津)

2ヵ月児相談に
みえられた

赤ちゃんを紹介します。
○○くん（男の子）
○○ちゃん（女の子）

11月24日
生まれ

11月20日
生まれ

11月16日
生まれ

12月7日
生まれ りいなちゃん(道越)

人口
男
女
世帯

9,722人
4,643人
5,079人
3,215世帯

(-196)
(  -81)
(-115)
(  -14)

前年同月比

(平成26年2月1日現在、外国人を含む)

vol.500

 8　平成26年 成人式 8　平成26年 成人式
10　申告は3月17日まで
22　まちの話題
27　くらしのカレンダー
28　たんじょうおめでとう

10　申告は3月17日まで
22　まちの話題
27　くらしのカレンダー
28　たんじょうおめでとう

1月18日、竹崎区で円座祭が行われました。
写真は祭の前、墨で化粧しあう子どもたち。
9ページに記事掲載。

(毎
月
13日

発
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2「町報たら」は創刊500号「町報たら」は創刊500号

　
佐
賀
県
主
催
の
平
成
26
年

市
町
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、「
町

報
た
ら
」が
広
報
紙
、組
み
写
真

の
２
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
（
ど
ち
ら
も
10
月

号
）。組
み
写
真
は
２
年
連
続
の

受
賞
と
な
り
ま
す
。受
賞
し
た

10
月
号
は
、

（社）
日
本
広
報
協
会

が
主
催
す
る
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に

推
薦
・
出

品
さ
れ
ま

す
。

　
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。今
後
も
、み
な
さ
ま
に

親
し
ま
れ
る
広
報
作
り
に
励

ん
で
い
き
ま
す
。

[組み写真]太良町の秋祭り
[広報紙]町報たら10月号


